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１１１１はじめにはじめにはじめにはじめに    
現在の主な視覚的メディアには写真とカメラがある。カ

メラは、ファインダー内に写った限られた領域の映像を写

真として保存する。また、写真やビデオ映像などを見る時

には、ディスプレイのように区切られた枠組みの中で見る

ことになる。 

 リモート現実とは、この場所に居ながらにしてあたかも

遠隔地に居るかのように感じることができるシステムのこ

とである。現在、実用化されているリモート現実の一例と

して、Google ストリートビュー[1]がある。このサービスは

あらかじめ 360 度カメラで撮られた道路の周囲の画像を、

マウスをドラッグすることによって視点を変えながら見る

ことができるというものである。このサービスではユーザ

ーは視点を移動させるためにはマウス操作で画面を切り替

えなくてはならず直感的な操作とはいえない。 

 本研究ではまず、360 度カメラで撮ったリアルタイムの

映像を仮想空間上に投影する。そして、加速度センサー付

きのヘッド・マウント・ディスプレイ（ＨＭＤ）を使用し

てＨＭＤで映像を見られるようにする。また、HMD からの

情報を元にユーザーの頭の動きに合わせて見ている映像を

変化させていくことでユーザーは、直感的な操作で、別の

場所で写している映像を 360 度自由にあたかもカメラがあ

る場所にいるかのように見られるようにする。 
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2.1 システムの概要 

このシステムではハードウェアとして、加速度センサー

つきの HMD（図１左）、Web カメラ（図１右）、またはデ

ジタルカメラ、球面ミラー（図 2）、PC を用いる。Web カ

メラ（デジタルカメラ）と球面ミラーを組み合わせて 360

度の映像を取得する。PC は球面ミラーからの画像を処理す

る。HMD は、処理した画像を表示しユーザーの頭の動きの

情報を取得するために使用する。そして、ユーザーは HMD

を通して、遠隔地からカメラのある地点の映像を見ること

ができる。 

 ソフトウェアとして取得した映像の処理に C 言語、処理

した映像を仮想空間に表示するために OpenGL[2]を使用し

ている。 
 
 

 
 
 
図１ＨＭＤ（左）Ｗｅｂカメラ（右） 図 2 球面ミラー 
 
2.2 システムの設計 

 システムの主な流れは、図３のフローチャートに示す。

Web カメラから球面ミラーを写した画像（図４）を取得[3]

し、取得した画像を処理して図５に示すパノラマの画像に

変換する。そして、処理した画像を OpenGL 上に展開し、

HMD で見られるようにする。このとき HMD がユーザー

の頭の動きを感知し HMD 内の画像も動かしていくという

流れとなっている。 
 

図３ 処理のフローチャート 

    

３３３３実行例実行例実行例実行例    
    本システムの動作の例として、今回は屋外で図 6 のよう

に、三脚で固定したデジタルカメラを設置した。図 4 は撮

影して得られた画像である。この画像を PC で画像処理し

変換して図 5 の展開画像にし、仮想空間上に投影する。使

用者は、図 7 のように HMD を装着して閲覧する。 

図４ 球面ミラーからの画像  図５ 360 度画像を展開 
        
    
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図６ 撮影場所     図７ HMDによる360度画像の閲覧 

    
４４４４まとめまとめまとめまとめ    
 本研究では、遠隔地の映像をあたかも自分が見ているか

のように見せられるよう「自分の頭の動きに合わせて HMD

内の視界も動くこと」と、「遠隔地の映像を 360 度取得する

こと」を目標として達成できた。また、HMD を使用するこ

とで必要とするスペースが少なく、直感的な操作で扱える

リモート現実を実現することができた。しかし、今回は画

像処理に時間がかかるため、あまりスムーズな映像を表示

することができていないという問題がある。今後の課題と

して、スムーズな映像を表示するために画像処理の時間短

縮をしていく必要がある。 
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